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順
調
な
降
雪
が
あ

っ
た
こ
の
年

末
年
始
は
、
す
べ
て
の
ス
キ
ー
場

が
滑
走
可
能
で
し
た
。
（た
だ
し
、

晴
天
は
２
日
間
だ
け
で
、
元
日
は

強
風
の
た
め
、
か
ぐ
ら
田
代
、
湯
沢

高
原
が
休
業
。
）
そ
の
結
果
、
日
の

ス
キ
ー
場
で
入
込
み
数
が
前
年
よ

り
増
と
な
り
ま
し
た
。
長
引
く
不

況
や
ス
キ
ー
人
口
の
減
少
、
各
地

で
開
催
さ
れ
た
新
世
紀
イ
ベ
ン
ト

の
彩
響
な
ど
厳
し
い
環
境
に
あ

っ

て
、
全
体
の
入
込
み
数
は
前
年
を

着
千
上
回
る
５０
万
９
，
３
２
０
人

に
逹
し
ま
し
た
。

方

衝
別
で

は
県
内

か
ら

の
ス

キ
ー
客
が
約
５
万
人
、
県
外
か
ら

が
約
４６
万
人
で
、
関
泉
方
面
か
ら

の
客
が
全
体
の
８６
．
２
％
を
占

め

る
構
造
に
変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ス
キ

ー

の
凋

落

に
対

し
、
ス

ノ
ー
ボ
ー
ド
人
気
は
高
ま
る

一
方

で
、
約
１９
万
５
，
０
０
０
人

（前
年

比
２２
，
７
％
増
。
全
体
の
３８
，
２
％

を
占

め
る
。
）
を
記
録
し
て
い
ま
す
。

中
で
も
、
一二
国
、
か
ぐ
ら
田
代
、
か

ぐ
ら
み

つ
ま
た

ス
キ
ー
場
は
、
客

数

の
半
数

以
上
が

ス
ノ
ー
ボ

ー

ダ
ー
と
な

っ
て
い
ま
す
。

スキー場
12月 29日 ～ 1月 3日入込数 (人 )

苗場 211, 400 218, 600 △  3.3
三国 2, 870 2, 930 △  20
二居 休業 420 皆減

ガぐら田代 11, 800 10, 500 12.4

かぐらみつまた 31, 300 30, 000 4.3

神立高原 56, 810 51, 700 9,9

岩原 80, 000 80, 000 0.0

湯沢パータ 12, 200 11, 500 6.1

湯沢中里 34, 100 28, 000 21.8

中里スノーウツド 5, 030 5,010 0.4

土樽 320 400 △  20 0

サし―デンス湯沢 1, 630 1, 670 △  2.4
布場 5, 400 5, 200 3.8

布場フアミリー 2, 450 2, 350 4.3

一本杉 3, 850 3, 650 5.5

湯沢高原 8, 170 10, 100 △ 19.1

力やマキヤプテンコースト 5, 870 5, 400 8.7

CALA湯 沢 19,010 22, 540 △  15.7

NASPAスキーガーデン 17, 110 13, 100 30. 6

合計 甥 503, 070 1.2
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１
月
４
日
午
後
１
時
１８
分
地
震
発
生
！

３
時
８
分
に
震
度
３
の
余
震

１
月
４
日
、
湯
沢
町
を

襲

っ
た
大
き
な
地
震
。
役

場
庁
舎
に
設
置
さ
れ
た
地

震
計
は
、
震
度
５
弱
を
示

し
ま
し
た
。
今
回
の
地
震

の
震
源
地
は
、
北
緯
３７
度
、

東
経
１
３
８
．
８
度

（塩

沢
町
内
）
で
、
震
源
の
深

さ
は
２０
ｋｍ
と
推
定
さ
れ

ま
す
。
地
震
直
後
、
各
課
は

直
ち
に
町
内
の
被
害
状

況
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
が
、
人
的
被
害
等
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
し
か
し
、
建
物
関
係
は
、
役
場
庁

舎
の
書
庫
の
壁
に
ひ
び
が
入
る
な
ど
公

共
施
設
で
下
表
に
示
す
よ
う
な
被
害
が

あ
り
、
公
共
施
設
以
外
で
も
数
件
の
被

害
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

１
月
１６
日
午
後
３
時
４５
分
に
は
、
４

日
の
震
源
地
の
近
く
を
震
源
地
と
し
た

震
度
３
の
地
震
を
再
度
記
録
し
ま
し
た
。

ド
ー
ン
と
い
う
大
き
な
揺
れ
を
感
じ
た

と
き
、
皆
さ
ん
は
何
を
し
て
い
ま
し
た

か
。
震
度
５
ク
ラ
ス
の
大
き
な
地
震
は
、

そ
う
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
を
機
会

に
日
ご
ろ
の
地
震

へ
の
備
え
に
つ
い
て
、

再
確
認
し
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。

①
身
の
安
全
を
守
る

揺
れ
を
感
じ
た
ら
、
机
や
テ
ー
ブ
ル

の
下
に
身
を
隠
し
、
身
近
な
座
ぶ
と
ん

な
ど
で
頭
部
を
保
護
し
ま
す
。
ド
ア
や

窓
を
開
け
て
脱
出
口
を
確
保
す
る
こ
と

も
大
切
。
す
ぐ
に
戸
外
に
飛
び
出
す
と
、

瓦
や
ガ
ラ
ス
、
外
壁
な
ど
が
落
ち
て
く

る
こ
と
が
あ
る
の
で
注
意
し
ま
し
よ
う
。

②
火
災
を
防
ぐ

使
用
中
の
ガ
ス
器
具
、
電
気
製
品
、

石
油
ス
ト
ー
ブ
な
ど
は
直
ち
に
消
す
こ

と
。
万

一
火
が
出
た
ら
、
あ
わ
て
す
に

消
火
器
な
ど
で
ボ
ヤ
の
う
ち
に
消
し
止

め
ま
す
。
手
に
余
る
よ
う
な
ら
大
声
で

近
所
の
人
に
応
援
を
求
め
ま
し
よ
う
。

浴
檀
に
水
を
た
め
て
お
け
ば
、
い
ざ
と

い
う
と
き
に
役
立
ち
ま
す
。

③
速
や
か
な
避
難

避
難
は
徒
歩
が
原
則
。
車
は
渋
滞
を

引
き
起
こ
し
、
消
火

・
救
援
活
動
の
妨

げ
と
な
り
ま
す
。
自
宅
を
離
れ
る
と
き

は
電
気
の
ブ
レ
ー
カ
ー
を
切
り
、
ガ
ス

の
元
栓
を
閉
め
て
い
く
こ
と
。
崩
れ
や

す
く
な
っ
て
い
る
が
け
や
川
べ
り
、
高

い
塀
や
建
物
に
は
近
よ
ら
な
い
よ
う
に

し
ま
す
。

5弱

起 地
震
が
き
た
ら
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公共施設の被害状況

歴史民俗資料館 3階展示室と映写室の仕切リガラスを破損。

湯沢中学校
1階渡り廊下にひび割れ。2階、3階の教室の仕

切り部分に隙間ができる。

神立小学校 1階 トイレの鏡ガ害」れる。

国保診療所
2階、3階の総合福祉センターと接続しているエ

キスバンジヨン部分がめくりあがる。(写真)

湯沢高原スキー場
レストランア)しピナでひぴ害」れ。サントピアで

lまひび害」れ、ラーメンコーナーの照B月落下。

力)しチヤーセンター アリーナの天丼板ガ 1枚落下。

プー)し「オーロラ」 2階レストランの三角窓ガ 1枚落下。

温泉配管施設 下湯沢共同浴場 (詢子の湯)への温泉配管ガ断裂。
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Ｉ
一一一税
務
課
資
産
税
係
か
ら
一
一

０
住

宅

用
地

の
固

定

資

産

税

の
軽

減

に

つ
い

て

居
住
の
用
に
供
す
る
家
屋
の
敷
地
に
つ
い
て
は
、
地
方
税
法

に
よ
り
固
定
資
産
税
ガ
軽
減
さ
れ
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
平
成
柁
年
中
に
家
屋
の
用
途
ガ
居
住
用
ガ
ら
居

住
用
で
な
く
な

っ
た
場
合
や
そ
の
逆
の
場
合
な
ど
変
更
ガ

あ
っ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
湯
沢
町
税
条
例
に
よ
り
、
∃
∩
割

∩
呵
勾
昌
局
剰
制
郵
制
劉
到
螂
期

提
出
の
期
限
は
１
月
３４
日
と
な
つ
て
い
ま
す
の
で
、
ま
だ
申

告
し
て
い
な
い
方
は
至
急
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
次
の
よ
う
な
場

合
ガ
該
当
し
ま
す
。

■
民
宿
を
廃
業
し
、
客
室
だ
っ
た
部
屋
を
す
べ
て
住
宅
に
し
た
。

・
店
舗
の

一
部
を
改
装
し
て
、
従
業
員
寮
と
し
た
。

■
住
宅
の

一
部
を
改
装
し
て
、
店
舗
を
開
業
し
た
。

②
平
成

１３
年

度

償

却

資

産

の

申

告

に

つ
い

て

固
定
資
産
税
の
対
象
と
な
る
償
却
資
産
は
、
毎
年
１
月
１
日

現
在
の
所
有
状
況
を
１
月
３‐
日
ま
で
に
申
告
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
１２
月
に
お
送
り
し
左
申
告
善
に

必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
期
限
ま
で
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

（専
用
の
用
紙
を
使
用
し
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
用
紙
で
申
告
し

て
い
た
だ
い
て
も
結
構
で
す
。
）

な
お
、
昨
年
中
に
資
産
の
増
加

・
減
少
ガ
な
か
つ
た
場
合
や

営
業
を
や
め
た
場
合
は
、
そ
の
旨
を
記
入
し
て
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

【申
告
、
問
い
合
わ
せ
】

Ｏ
②
と
も
税
務
課
資
産
税
係
へ
ど
う
ぞ
。

阻
８４

・
３
４
５
２

!地籍調査の閲賃のお知らせ
「  ―

平成 11年度に実施した地関調査区域 (添名、中子の一部)の地籍簿等の閲覧が下記の日程で
行われます。関係者の方は、印鑑をご持参のうえご閲覧ください。
2月 1・ 2日 9:30～ 16:30  原集落開発センター
2月 3・ 4日 9:00～ 17:00  湯沢町役場管財係 (1階 )
2月 5～ 9日 9:30～ 16:30  添名中子集落開発センター
2月 10～ 21日  9:00～ 17:00 湯沢町役場管財係 (1階 )
【問い合わせ】

管財課国土調査係 TEと 84-2611

六日町支局管内の司法書士
新
潟
県
司
法
書
士
会
で
は
、
各

年
２
月
を

「相
続
登
記
は
お
済
み

で
す
か
月
間
」
と
定

め
、
相
続
登
記

に

つ
い
て
の
県
内

一
斉
無
料
相
談

キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。

最
近
は
、
逮
産

の
相
続
に
に

つ

い
て
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
や
す

い
傾

向
に
あ
る
よ
う
で
す
。
相
続
が
生

じ
た
後
、
す
ば
や
く
対
応
す
る
と

と
も
に
違
言
や
成
年
後
見
手
続
等

の
事
前
の
キ
当
も
重
要
な
時
代
と

な

っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

【
聞

い
合
わ
せ
】

新
潟
県
司
法
言
士
会

ＴＥＬ
０
２
５

●
２
２
８

ｏ
１
５
８
９

×
毎
週
水
曜
日
午
後
―
時
３０
分
か

ら
４
時
ま
で
、
こ
の
電
話
番
号

で
テ
レ
ホ
ン
相
談
も
お
受
け
し

て
い
ま
す
。
↓゙
辻利
用
く
だ
さ

い
。

相
続
登
記
無
料
相
談
月
間

氏名 事務所所在地 電話番号

田村  朋 湯沢田]大字湯沢 292番地 7 84-2464

羽賀 隆夫 六日町大字美佐島 91番地 6 72-3785

高橋  誠 六日田」大字六日町 94番地 10 73-5822

南雲 達雄 塩沢田」大字塩沢 2432番地 82-9768

桐生 厚義 六日田]大字八中番105番地 10 72-7730

小林
士
ロ 湯沢田]大字神立 281番地 4 84-1290

柳  浩二 六日田]大字八巾番3番地 15 73-2382

関  隆一 六日田」大字美佐島 2143番地 72-3974

南雲 一成 塩沢田]大字塩沢 2432番地 82-9768
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工
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事
Ｔ
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４
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＊
＊
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■
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一一■
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ボ
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軒
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驚
干
碁
，
一
■
一
〓
清

目

住宅借入金等特別控除を受けるための

確定申告書作成説明会

住宅□―ン等を利用してマイホームの新築や購入、増改築

をされた方 lこ笑、一定の要件にあて lE芙まれば、住居の用に供し

た年から 15年間、合計で最大 587万 5,000円の所得税が軽
減されます。この控除を受けるためには確定申告が必要です

が、その善き方と内容についての説明会ガ開催されます。

【日B寺】

2月 6日 (火)第 1回目 10:00～ 第 2回目 13:30～
【会場】

サンライズ六日町 (六日町坂戸 399-1)
【間い合わせ】

小千谷税務署 T[と 0258-83-2093
湯沢町役場税務課 T[[84-3452
※住宅借入金等特別控除の内容

借入残高の限度額は 5,000万円。床面積 50ド以上ガ対象。
4～ 6年目 :借入残高 Xl%(最高 50万円まで)
7～ 11年目 :借入残高 XO。 75%(最高 37.5万円まで)
12～ 15年目 :借入残高×0.5%(最高 25万円談で)
ただし、「住宅用財産の買替・交換」「住宅用財産の譲渡の

特別控除」等の特例を受けた場合は、該当しません。

２
月
１６
日
（金
）か
ら
３
月
１５
田
（本
）ま
で

●
確
定
申
告
が
必
要
な
場
合

事
業
を
し
て
い
る
場
合
、
不
動

産
収
入
の
あ
る
場
合
及
び
土
地
や

建
物
を
売

っ
た
場
合
な
ど
は
、
確

定
申
告
が
蜂
要
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

方
で
も
給
与
の
年
収
が
２
，
０
０

０
万
円
を
超
え
る
と
き
や
給
与
所

得
や
遅
職
所
得
以
外
の
所
得
金
額

の
合
計
額
が
２０
万
円
を
超
え
る
と

き
は
、
確
定
申
告
が
姓
要
で
す
。

●
納
税
は
期
限
内
に

平
成
１２
年
分
の
確
定
申
告
に
よ

る
所
得
税
の
納
期
限
は
平
成
１２
年

３
月
１５
日
（本
）
で
す
。
便
利
な
振

替
納
税
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
聞

い
合
わ
せ
】

小
千
谷
税
務
署

ＴＥＬ

０

２

５

８

ｏ

８３

・

２

０

９

３

寓

●
申
告
が
必
要
な
方

平
成
１３
年
十
月
十
日
現
在
、
湯

沢
町
に
住
ん
で

い
た
人
は
住
民
税

（町
。県
民
税
）
の
申
告
を
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
次
の
方

は
申
告

の
終
妥
が
あ
り
ま
せ
ん
。

①
税
務
署
に
平
成
１２
年
分
の
確
定

申
告
書
を
提
出
し
た
人

②
平
成
１２
年
十
の
所
得
が
給
与

の

み
で
年
末
調
整
済
み
の
人

※
‐２
年
途
中
で
就
載

・
巡
載
し
た

人
で
年
末
調
搭
を
さ
れ
て
い
な

い
人
、
雑
損
控
除
、
医
療
費
控
除

等
を
受
け
よ
う
と
す
る
人
は
申

告
が
蜂
要
で
す
。

●
申
告
相
談

の
日
程

２
月
４
日
（
日
）
に
新
聞
折
込
予

定

の

「
住
民
税

の
申
告

の
お
知
ら

せ
」
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

●
申
告
相
談
に
持
参
す
る
も
の

①
印
鑑
及
び
預
金
通
帳
等

口
座
番

号
の
わ
か
る
も
の

②
給
与
及
び
年
金
を
受
綸
し
て
い

る
方
は
源
泉
徴
収
票

③
事
業
を
し
て
い
る
方
は
収
支
明

細
書
及
び
そ
の
資
料

収
支

の
内

容

が
わ

か

る

の
は
、

本

人
だ
け
で

す
ｃ
強
ず
、

ご

自

分

で

書

い
て
き

て

く
だ

さ

い
。

④
不
動
産
や
配
当
所
得
、
そ

の
他
の
収
入
の
あ
る
方

は
、
そ
の
資
料

⑤
各
種
控
除
を
受
け
よ
う

と
す
る
方
は
、
そ
の
領
収

書
や
証
明
書

ご
自
分
の
相
談
日
以
外

の
日
を
ご
希
望
の
場
合
は
、

あ
ら

か
じ

め
電

話
等
で

逹

絡
し
て
く
だ
さ
い
ｃ

【
連
絡

。
聞

い
合
わ
せ
】

税
務
課
住
民
税
係

砒
８４

・
３
４
５
２

◎
標
準
外
経
費

◆
大
農
具
の
減
価
償
却
費

ト
ラ
ク
ダ
ー

・
コ
ン
バ
イ
ン
は

４
０
０
万
円
以
上
、
そ
の
他
は

２
５
０
万
円
以
上
の
大
晨
具
で
、

１０

ａ
当
た
り
の
減
価
償
却
費
が
、

３
０
，
０
０
０
円
を
超
え
る
額

◆
作
業
委
託
費

首
、
肥
料
等

の
代
金
を
除

い
た

作
業
委
託
費
が
、
Ю

ａ
当
た
り

５
０
，
０
０
０
円
を
超
え
る
額

雇
人
費
、
支
払

い
小
作
料
、
土
地

改
文
費
に

つ
い
て
は
変
わ
り
あ
り

ま
せ
ん
。

な
お
、
こ
の
標
準
を
使
用
せ
ず
、

「収
支
計
算
書
」
に
よ
る
申
告
を
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

・平
成
柁
年
分

10a当たり囮固標準額

水稲・………………・・120,500円

10a当たり団倒標準額

露地・転作自給畑・……3,100円
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昭
和
６３
年
に
導
入
し
た
緊
急
通
信
指

令
施
設

（１
１
９
番
受
付
専
用
）
ガ
老
朽

化
し
た
た
め
、
３
月
７
日
か
ら
最
新
シ

ス
テ
ム
の
指
令
施
設
に
更
新
さ
れ
ま
す
。

主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①
発
信
地
表
示
シ
ス
テ
ム
機
能

４
１
９
番
通
報
を
受
信
す
る
と
、
瞬

時
に
通
報
し
た
場
所
が
パ
ソ
コ
ン
の
画

面
に
表
示
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
災
害
発
生
現
場
の
特
定

ガ
容
易
と
な
り
、
よ
り
早
く
現
場
に
到

着
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

②
緊
急
通
報
用
フ
ァ
ク
ス
導
入

言
葉
の
不
自
由
な
方
で
も
、
フ
ア
ク

ス
を
使
っ
て
救
急
車
の
要
請
ガ
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

３
月
１２
日
午
後
２
時
か
ら
は

電
話
番
号
も
変
わ
り
ま
す

魚
沼
消
防
本
部

・
署

砒
８２

・
９
１
１
９

予
防
課

ＴＥＬ

８２

・

５

３

３

０

警
防
課

ｎ
８２

・
５
３
３
４

左
ｉ
ｌ
八
拾
中
の

魚
沼
消
防
書
管
内
で
も
こ
の
時

期
に
多
く
の
浴
室
内
で

の
事
故
が

発
生
し
て

い
ま
す
。
発
見
が
遅
れ

る
た
め
に
助
か
る
可
能
性
も
低

い

の
が
現
状
で
す
。
入
浴
の
際
は
次

の
点
に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

①
足
か
ら
順
番
に
、
掛
か
り
湯
を

し
て
入
浴
す
る
。

②
脱
衣
場
、
浴
室
を
暖
房
す
る
。

③
高
齢
者
は
、
浴
室
が
暖
ま
つ
て

い
る
２
番
目
以
降
の
順
番
で
入

浴
さ
せ
る
。

④
家
族
は
、
入
浴
者
に
と
き
ど
き

声
を
ガ
け
る
。

⑤
ぬ
る
め
の
お
風
呂
に
す
る
。

こ
の
時
期

の
救
急
出
動
は
、
月

に
１
０
０
回
を
超
え
、
十
回
の
出

動
時
間
も
ほ
と
ん
ど
が
―
時
間
を

超
え
る
も

の
で
す
。
湯
沢
分
署

に

は
救
急
車
が
２
台
あ
り
ま
す
が
、

出
動
が
童
な
る
と
救
急
車
が
本
部

か
ら
来
る
こ
と
に
な
る
た

め
、
妥

請
し
て
か
ら
２０
分
以
上
か
か
り
ま

す
。
こ
こ
で
も
救
急
車
が
到
着
す

る
ま
で

の
痣
急
手
当
が
童
妥
と
な

り
ま
す
。
講
習
を
ぜ
ひ
覧
け
て
み

て
く
だ
さ

い
。
お
申
し
込
み
は
、
随

時
覧
け
付
け
て

い
ま
す
。

【
申
込
】

湯
沢
分
署

ＴＥＬ

８４

・

３

３

７

７

3月 7日午後 2時から変わります

魚潮瀾防本部の輪谷麹詮

鵬
82

5
1

1

9

つ is i
く ,義鶴

０
こ

つつ

中 Q

3

/湯

お
け
る

寒

い
冬
、
ヨ
と
の
格
闘
で
毎
日

大
変
な
こ
と
で
し

ょ
う
。
こ
の
時

期
、
屋
外

の
気
温
は
ほ
ぼ

０
度
な

の
に
対
し
、
家
の
中
は
暖
一房
で
２０

度

と
、
温
度

の
格
差

が
大

き

く

な

っ
て
い
ま
す
。
体
の
状
態
は
、
】紅

度
変
化
に
よ

っ
て
大
き
く
変
化
し

ま
す
が
、
今
回
は
、
特
に
温
度
変
化

が
激
し

い
入
浴
時
の
話
を
し
た

い

と
思

い
ま
す
。

湯
沢
町
に
は
、
温
泉
共
同
浴
場

が
あ
り
、
気
持
ち

の
い
い
入
浴
が

楽
し
め
ま
す
。
入
浴
に
は
、
ど
の
よ

う
な
効
果
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。

◎
入
浴
の
効
果

■
皮
膚
を
清
潔
に
す
る
。

■
血
液
の
循
環
ガ
活
発
に
な
る
。

・
新
陳
代
謝
ガ
盛
ん
に
な
る
。

・
高
血
圧
の
人
は
血
圧
が
下
が
る
。

■
体
内
で
作
ら
れ
た
疲
労
物
質
ガ

排
出
さ
れ
や
す
く
な
る
。

・
心
理
的
に
リ
ラ
ツ
ク
ス
で
き
る
。

◎
入
浴
の
逆
効
果

・
熱
め
の
風
呂

交
感
神
経
の
緊
張
に
よ
り
皮
膚

血
管
ガ
収
縮
し
て
血
圧
ガ
上
昇

す
る
。

■
水
圧
の
影
響

お
な
か
ガ
水
圧
で
押
さ
れ
る
と
、

横
隔
膜
ガ
押
し
上
げ
ら
れ
、
肺

の
容
量
ガ
減
っ
て
呼
吸
数
ガ
増

え
る
。
脈
拍
数
も
増
え
る
。

入
浴
中
の
事
故
に
よ
る
元
亡
は
、

全
国
で
年
間
十
万
人
に
の
ば
る
と

推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
寒

い
時
期

に
集
中
し
て
お
り
、
兒
因
の
４
分

の
３
は
血
圧
の
変
動
に
よ
る
趙
疾

患
、
鵡
血
管
障
害
だ
そ
う
で
す
。
特

に
浴
室
の
温
度
が
仏
い
と
、
血
圧

の
変
化
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

‐―う時うノ

一一
の

16

(5)



「
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ご利用ください 「ほ
券」

「ほくほく商品券」販売所
ほ
く
ほ
く
商
品
券
は
、
個
人
消
費
の

回
復
に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化
を

目
指
し
て
発
行
さ
れ
た
１
割
お
得
な

商
品
券
で
す
。
　
　
　
´

額
面
は
１
枚
１
，
０
０
０
円
で
、
１１

一
組
を
１
０
，
０
０
０
円
で

販
売
し
ま
す
。
販
売
予
定
額

は
１
億
円
で
す
が
、
商
品

券
が
全
部
使
用
さ
れ
れ

ば

１
億

１
，
０
０
０
万

円
が
消
費
さ
れ
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。
昨
年

１２

月
８
日
か
ら
販
売
が
開

始
さ
れ
、
一
月
上
旬
現
在

で
、
約
３
，
５
０
０
万
円
分
が

販
売
さ
れ
ま
し
た
。

ほ
く
ほ
く
商
品
券
は
、
ポ
ス
タ
ー
を

掲
示
し
て
い
る
お
店
で
使
用
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、
利
用
上
、
次
の
点
に
は
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

①
他
の
商
品
券
、
ビ
ー
ル
券
、
図
書
券

等
の
金
券
類
や
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー

ド
の
購
入
に
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

②
現
金
と
の
引
き
換
え
は
で
き
ま
せ

ん
。
③
売
掛
金
の
支
払
い
に
は
、
使

用
で
き
ま
せ
ん
。

④

つ
り
銭
は
、
お
支
払
い

し
ま
せ
ん
の
で
、
額
面

以
上
の
お
買
い
物
に

ご
使
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
購
入
は
お

一
人

様

閉
万
円
ま
で
と
な

つ

て
い
ま
す
。

商
品
券
が
使
え
る
の
は
３

月
３．
日
ま
で
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご

利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【問
い
合
わ
せ
】

湯
沢
町
商
工
会

色
胚
・
２
５
２
２

所在地 名称 電話番号

浅貝 間高野商事 89-2509

二居 福田屋旅館 89-2016

三俣 ロツデ三清 88--9502

古野 山忠商店 87-3013

古野一 きらくフーズ 87-3259

小坂 間南雲商店 87-3204

中子 口栄屋 87-3023

宮林 間南静園 84-3243

平沢 白井酒店 84-2636

上熊野 的田村屋商店 84-2238

西中
(資l魚世商店 84-3355

三葉屋 84-2024

布場 間富士見屋酒店 84-2623

下中 大谷商店 84--2222

―之町 靴のヒロキヤ 84-2077

駅通

林商店 84-3201

食品のおおつブ〕` 84-3513

やまもと 84-3322

上中

(資l山新商店 84-3441

ムラタヤスポーツ 84-2407

湯沢町商工会 84-2522

湯沢駅西□ 湯沢温泉総合案内所 85-5353

〉

新漏アルビレックスパスケットボールチーム
クリエック&公開練習試合

日本初のプロバスケットボールチームが湯沢にやってきます。入場は

無料 !です。

【日日寺】 2月 4日 (日 )13:00～ 17:00
【会場】 湯沢カルチャーセンター

①クリニック (13:00～ 14:30)
4つに班分けし、年齢・技術レベル等でそれぞれに応じたクリニック
を行います。参加希望者 (チーム)はあらかじめお申し込みください。
②公開練習試合 (14:30～ 16:00)

アルビレックスの選手によるプロバスケットならではの醍醐味をご堪能ください。

③お楽しみ会 (16:00～ 17:00)
フリースローゲーム、グッズ販売、サイン会、抽選会などを予定しています。

【問い合わせ】

(財)湯沢町都市施設公社 T[L84-151l FんX85-6911

● 0

● ●

硲 各 $
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未
就
業
者
護
職
員
の
方
ヘ

汽

再
就
業
促
進
の
た
め
の
看
護
カ

再
開
発
講
習
会
及
び
就
職
説
明
会

が
行
わ
れ
ま
す
。

①
看
護
力
再
開
発
講
習
会

未
就
業
期
間
が
長
く
、
再
就
業

に
不
安
を
惑
じ
て

い
る
方
、
ま
た

現
在
就
業
し
て

い
る
方
で
も
業
務

に
蜂
要
な
知
識
や
技
術
を
習
得
し

た

い
方
等
は
党
講
し
て
く
だ
さ

い
。

【
日
時
】

２

月

１４

・

‐５

。

２‐

。

２２

・

２３

日

（５
日
間
）

【
場
所
】

新
潟
市
川
岸
町
２

１
Ｈ

新
潟
県
看
叢
研
修
セ
ン
ダ
ー

【
内
容
】

■
講
義
「最
新
の
看
叢
事
情
」

「介
護
保
険
制
度

と
看
護
」

「各
施
設
に
お
け
る
看
護
業
務
」

等
■
病
院
実
習

希
望
す
る
病
院

・
施
設
を
見
学
、

指
導
を
受
け
る
。

②
就
職
説
明
会

【
日
時
】

２
月
２３
日

（金
）

午
後
―
時
３０
分
～
３
時

【
場
所
】

新
潟
県
看
護
研
修
セ
ン
タ
ー

【
内
容
】

求
人
施
設
の
採
用
担
当
者
に
よ

る
Ｐ
Ｒ
と
採
用
条
件
等
の
説
明

【
申
込

・
聞

い
合
わ
せ
】

①
②
と
も

新
潟
県
ナ
ー
ス
セ
ン
ダ
ー

ＴＥＬ

０

２

５

●
２

３

３

●
６

０

１

１

【
申
込
期
限
】

①
②
と
も
―
月
３十
日

（水
）

【
募
集

人
数
】

―
亀

【
應
寡
資

格
】

介
護
福
社
士
ま
た
は
ホ
ー
ム

ヘ

ル
パ
ー
養

成

研
修
修

了
者
で
、

４０
歳

ま
で

の
方

【
應
寡

。
聞

い
合
わ
せ
】

特
別
養
護

老

人
ホ
ー

ム

「
ゆ

の

さ
と
園
」

ＴＥＬ

８４

・

３

７

８

５

※
履
歴
書
と
資
格
証
明
書
（写
し
）

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
痣
寡
期
限
】

２
月
５
日

（月
）

職
業
相
談
や
一雇
用
に
関
す
る
情

報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

【
日
時
】

２
月
８
日

（木
）

午
後
２
時
～
４
時

【
場
所
】

湯
沢
町
役
場
３
階
第
―
会
議
宣

【
聞

い
合
わ
せ
】

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
六
日
町

租
７２

・
３
１
５
７

湯
沢
町
役
場
産
業
観
光
課

ＴＥＬ

８４

・

４

８

５

０

平
成
１３

・
‐４
年
度
に
湯
沢
町
が

行
う
建
設
工
事
等
の
人
札
及
び
見

積
り

に
か
加
を
希
望
す
る
方
は
、

審
査
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

な
お
、
建
設

コ
ン
サ
ル
ダ
ン
ト
、

修
品
、
役
務

に

つ
い
て
も
同
時
に

受
け
付
け
し
ま
す
。

【
覧
付
期
間
】

平
成
１３
年
２
月
十
日
～
２８
日

【
提
出
書
類
】

新
潟
県
様
式
に
準
ず
る

【
有
効
期
間
】

平
成
１３
年
４
月
十
日
～
平
成
１５

年
３
月
３十
日

凩
提
出

・
聞

い
合
わ
せ
】

総
務
課
財
政
係

ＴＥＬ

８４

ｏ

３

４

５

１

ア
ル
コ
ー
ル
の
問
題
、
ま
た
は
薬
物
依

存
症
な
ど
同
種
の
問
題
を
身
近
に
持

つ
ご

家
族
ま
た
は
関
係
者

の
方
な
ら
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
家
族
の
た
め

の
場
と
す
る
た
め
、
依
存
症
者
本
人
の
立

場
で
の
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

２
月
％
日

（日
）

午
前
１０
時
～
午
後
５
時

【場
所
】

長
岡
市
寿
２
１
４
１
１

悠
久
荘
講
堂

【参
加
費
】

１
，
０
０
０
円

（昼
食
付
き
）

【主
催
】

県
立
療
養
所

「悠
久
荘
」

【申
込

。
問
い
合
わ
せ
】

悠
久
荘
心
理
室

ＴＥＬ
０
２
５
８

・
И

・
３
９
３
０

鵬
０
２
５
８

・
劉

・
３
８
９
１

【締
切
】

２
月
１５
日

（木
）

ゆ
の
さ
と
園

介
護
職
員

（臨
時
）
急
募
！

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

湯
沢
町
建
設
工
事
等

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

アんコーん億存在家族教室

12月 の建設工事等入札結果 (落札額嵌Ю万円以上)

番号 工事名等 契約金額 (円 ) 請負業者

管第40号 県道拡幅に伴う建築物解体 12, 054, 000 l抑中島工務所

建第 60号 区画街路9号線他消雪施設 (取水工) 5, 764. 500 爛山井建設

(7)



〔
中

一，
一
↓
）

一一一サ

一
≡

≡■
一
（
！

一
，ヽ　
ｉ
一

ｉ一帝

一一
一
一
学

一，
ヤ
一
一

人
・権
擁
護
委
員
決
ま
る

人
権
問
題
に
関
す
る
相
談

を
受
け
、
そ
の
主
張
を
會
る
た

め
の
手
続
き
を
し
た
り
、
そ
の

問
題
を
専
門
に
扱
う
窓
□
な

ど
を
紹
介
し
て
く
れ
る
の
ガ

人
権
擁
護
委
員
で
す
。

湯
沢
町
の
人
権
擁
護
委
員

は
、
昨
年
１０
月
ガ
ら
森
下
勇
喜

さ
ん

（堰
場
）
だ
け
で
し
た
ガ
、

４
月
１
日
付
け
を
も

つ
て
新

■

た
に
種
村
久
男
さ
ん

（幅
下
）
一

ガ
法
務
大
臣
よ
り
委
嘱
さ
れ

与

て
、
２
名
と
な
り
ま
し
た
。
　
　
，

人
権
は

一
人

一
人
に
与
え

帝

ら
れ
た
生
き
る
た
め
の
自
然

一

の
権
利
で
す
。
相
手
の
存
在
や

一一

意
思
を
認
め
、
お
互
い
の
違
い

一一

を
個
性
と
し
て
尊
重
す
る
心

卜一

を
大
切
に
し
ま
し
よ
う
。　
　
　
■

↓

◆

÷

争

↓

■

中

◆

学

■
ｉ

‐‐
ザー
キ
ヤ
↑

手

寺

一攀

一
一市
辞

一寸
・準

一
∵
ホ学
■
・
｛
一
一●

一
一

■ヽ

一
一
一
ヤ
オ年

一前
原
医
師
退
職
　
　
＝

湯
沢
町
国
保
診
療
所

で
嘱

一

託
の
内
科
医
師
と
し
て
、
２
年

一

１０
ヵ
月
間
勤
務
さ
れ
た
前
原

‐‐‐‐‐‐‐ｉ‐

彰
医
師
が
１
月
３‐
日
を
持

っ

拳

て
退
職
さ
れ
敲
す
。
　
　
　
　
　
一

な
お
、
後
任
の
内
科
医
は
、
●

硼
地
域
医
療
振
興
協
会
か
ら

ｉ

派
遣
さ
れ
る
予
定
で
す
。
　
　
　
■

一
イ
い

一
一一
÷

▲
一
↓

牛

●
■
，

ｉ
■
■

ｉ
↓
■

一
■

一

Ｃ
内
は
町
内
、
保
護
者
名
（軟
称
略
）

た
か
と
し

長
谷
川
責
俊

（石
白
、
兼
司

ｏ
由
紀
子
）

宮
下
祐
美
子

（七
谷
切
、
ス
辛

・
富
士
子
）

こ

う

た

ろ

う

高
橋
洸
太
郎

（西
中
、
光

一
部

・
由
樹
）

高
橋
沙
皮

（
一
え
町
、
実

・
喜
代
子
）

こ
う
す
け

角
谷
　
凍
介

（せ
野
二
、
勝
久

・
美
加
子
）

ゆ
　
い

一戸
田
　
結
衣

（
一
之
町
、
範
浩

・
由
紀
子
）

り

　

な

渡
辺
　
莉
捺

（
一
之
町
、
豊
樹

・
美
子
）

ゆ

う

ゆ

小
野
　
優
唯

（涼
貝
、
浩
嗣

。
明
美
）

ま
さ
ゆ
き

南
要
　
雅
之

（石
白
、
九

・
由
美
子
）

け
い

高
橋
　
意

（
一
之
町
、
三
喜
夫

。
朋
子
）

住
民
参
加
型
の
ま
ち
づ
く
り
に

興
味
の
あ
る
方
、
ど
う
ぞ
お
気
基

に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

【
日
時
】

２
月
２４
日

（土
）

午
後
―
時
～
４
時

【
会
場
】

六
日
町
役
場
大
会
議
宣

【
内
容
】

◆
地
域
づ
く
り
研
修
生

に
よ
る

発
表

◆
詩
演

「ボ
ラ
ィ
ア
ィ
ア
と
ま
ち
づ
く
り
」

講
節
県
地
域
づ
く
リ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

清
水
義
晴
　
氏

◆
デ

イ

ス

カ

ッ

シ

ヨ

ン

お
茶

の
間
活
動
を
し
て

い
る

方

々
に
よ
る
公
開
討
論
会

【
申
込

・
聞

い
合
わ
せ
】

六
日
町
財
務
事
務
所

砒
７２

ｏ
２
３
７
２

※
参
加
費
は
無
料
で
す
。

森
林
や
林
業
に

つ
い
て
関
造
を

高

め
て

い
た
だ
く
た
め
、
女
性
を

対
象
と
し
た
森

の
ス
ク
ー
ル
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

魚
沼
産
き
の
こ
の
料
理
教
宣
に

参
加
し
て
、
ヘ
ル
シ
ー
な
き

の
こ

料
理
を
作

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
日
時
】

２
月
２８
日

（水
）

午
前
１０
時
～
午
後
５
時

【
会
場
】

:l il■ ■ ■ ■ i:寺 (,■ 学 ri:■ 三Ⅲ;i■ 千 与 ||(||■ ◆ |テ ■ ↓ 孝争 ← :1111→ ↓ (il等 牟 傘 (|■ ■ て■■ ■ ■ iイ|テ ■■ ■ |,→ ■ ■ 生ド与■

t,(:)||● |:11111!|:■ |(11 1il Fiヽ |■● 甘li:1 111 ilテ 111

ち°⊃Ⅲ

ム η

0● o(吐

保
健
セ
ン
ダ
ー
調
理
室

【
対
象

・
定
員
】

湯
沢
町
在
住
の
女
性

・
約
２０
名

【
主
催
】

小
十
谷
林
業
事
務
所

【
申
込

・
聞

い
合
わ
せ
】

湯
沢
町
役
場
産
業
観
光
課

ＴＥＬ

８４

・

４

８

５

０

【
申
込
締
切
】

２
月
２２
日

（木
）

７
日

（水
）

相
談
員

‐４
日

（水
）

相
談
員

井
熊
　
参
夫

高
橋
ト
ミ
エ

橋
本
杉
本

秋
治
芳
枝

２‐
日

（水
）

相
談
員

井
熊
　
秀
夫

】爾

゛
で

ミ

ョ

ン

２８
日

（水
）

相
談
員

高
橋
　
武
成

高
橋
ト
ミ
エ

【
会
場
】

福
社
セ
ン
タ
ー

※
時
間
は
午
後
―
時
～
４
時
で
す
。

時
間
中
は
、
電
話

（ＴＥＬ
８４
。
４
１

１
３
）
で

の
相
談
も
で
き
ま
す
。

む
し
歯
ゼ
ロ
の
お
友
だ
ち

‐２
・
‐２
「
３
歳
児
歯
科
健
診
」

ま
ち
づ
く
リ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
広
め
よ
う
地
域
の
お
茶
の
間
」

森
の
ス
ク
ー
ル
参
加
者
募
集

除
雪
作
業
に
は

細
心
の
注
意
を
！

雪
お
ろ
し
中

の
転
落
事
故
や
屋

根
雪
の
落
下
等
に
よ
る
事
故
が
多

発
し
て
い
ま
す
。
十
分
注
意
し
、
安

全
な
作
業
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

作
業
前
に
は
、
必
ず
家
族
に

一
声
か

け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
側
溝
に
雪
を
大
量
に
入
れ

た
た
め
に
下
流
で
つ
か
え
て
水
が

溢
れ
、
思
わ
ぬ
被
害
を
及
ぼ
し
た
例

も
あ
り
ま
す
。
い江
意
し
ま
し
ょ
う
。

Ｚ
日
賞

」
と

日

観場の霧翌珍
42月届出分 1月 4日現在 前年比

9

Ю

　
３７
　
２６

生

亡

入

出

出

死

転

転

男

女

計

世帯

4,472

4,621

9,093

3,1∞

-34

+40

+6

- 14

(8)



み 収 集し

～ 窪 側 0園 ～

※問い合わせ 住民課環境公害係

※問い合わせ 保健センタ

84-3453

84-3149

※問い合わせ 保健センター□84-3149

I Li

区 分 出 し 方 湯  沢  東 湯  沢  西 土 樽・ 神 立 三 国 。三 俣

可 燃 ご み (注)のとおり。 O・ ⑪・④〈鬱日とま休み) ⑪・⑮・〇

ゲ ン ボ ル 組を十字にか

ける。

8日・ 22日 13日・ 27日 9日・ 23日 14日・ 28日

新聞・雑誌・チラシ 1日 6日 2日 7日

ペ ッ トボ ト ,レ
不燃ごみ指定

袋に入れる。

袋を二重にし

ないこと。

15日 20日 16日 21日

空   き  缶 6日・ 20日 1日・ 15日 7日・ 21日 2日・ 16日

空 き び ん 13日 8日 14日 9日

その他の不燃ごみ 27日 22日 28日 23日

(注)事業系可燃ごみは黄色の指定ごみ袋で、一般家庭の可燃ごみは指定された方法で出すようお願いします。
◎ガラス等 (その他の不燃ごみ)は、新聞紙等に包んでから指定ごみ袋に入れて出してください。
◎ペウト本トルを|四すと|きは よヽ(本荘いしてくださ|いと|
◎ごみの重さは 10Kg以下とし、収集日の午前 8時まで (時間厳守)に収集場所へ搬出してください。
◎毎月29日 は、曜日にかかわらず収集はお休みです。ご注意ください。

保 健 衛 生 行 事

日 種 目 対 象 時    間 △
石 場

l⑥ リ   ハ   ビ   リ 訓練参加者 12:00-15:30 保 健 セ ン タ ー

7⑪
マタニテ ィーサロン① H13年 1月 末届出者 13:30-15:00 ″

1歳 6ヵ 月 児 健 診 Hll年 6。 7月 生まれ 9:00集合 ′′

9④ 精 神 保 健 相 談 申込者 13:30-15:00 六 日 町 保 健 所

15⑥
1歳 む し歯 予 防 教 室

Hll年 11・ 12月 生まれ

H12年 1・ 2月 生まれ

9:30集合

10:00集合
保 健 セ ン タ ー

リ   ハ   ビ   リ 訓練参加者 12:00-15:30 ″

190 マタニテ ィーサロン② H13年 1月 末届出者 19:00-20:30

23⑧ ふ れ あ い サ ロ ン 精神に障害をお持ちの方 10:00-14:00 総合福祉センター

260 マタニテ ィーサロン③ H13年 1月 末届出者 13:30-15:00 保 健 セ ン タ ー

27⑪ 離 乳 食 教 室 H12年 6～ 8月 生まれ 10:00-12:00 ′′

28⑪ 乳 児 健 診 H12年 4。 10月 生まれ 13:00集合

予 防 接 種 にL

日 種 類 対 象 時    間 A
ム 場

6⑪

麻 し ん Hll年 2月 ～ H12年 1月 生まれ 14:30-15:30
湯沢町国保診療所

2階 集 団 検 診 室
13の

20⑪

◎持参するもの :母子手帳、予診票、受診券、体温計、筆記用具

◎必ず実施時間内に来所してください。接種料金は無料です。

(9)



2月の救急診療当番
※問い合わせ 日曜・祝日E〉休日救急診療所

その他の日E〉魚沼消防本部

※脳神経外科の休日救急医療⇒斎藤記念病院

TEL 7 3-6688

T[L82-1211

T巳 73-5111

日 受 付 時 間 内  科 外  科

30
12:00  ハΨ  18:00

18:00～翌朝 6:00

つ く し 診 療 所

六 日 町 病 院

□ 79 - 3198

日 72 - 7111 ′ ヽ

町

町

病  院

病  院

日

日

40
9:00  ～  16:00

18:〔X)～翌朝 6:00

休 日 救 急 診 療 所

ゆきぐに大和総合病院

匝373 - 6688

煙劉77 - 2111

休 日 救 急 診 療 所

ゆきぐに大和総合病院

10①
12:00  ～ 18:00

18:00～翌朝 6:00

萌 気 園 浦 佐 診 療 所

ゆきぐに大和総合病院

匝劉77 - 5222

回 77- 2111

ゆ き ぐに大和総合病院

ゆ き ぐに大和総合病院

110
9:00  ～ 16:00

18:00～翌朝 6:∞

休 日 救 急 診 療 所

六 日 町 病 院

匝劉73 - 6688

極372 - 7111

休 日 救 急 診 療 所

六 日 町 病 院

120
9:00  ～ 16:00

18:00～翌朝 6:00

休 日 救 急 診 療 所

ゆきぐに大和総合病院

匝∃73 - 6688

題∃77- 2111

休 日 救 急 診 療 所

ゆきぐに大和総合病院

170
12:00  ハV  18:00

18:00～翌朝 6100

湯 沢 町 診 療 所

六 日 町 病 院

匝∃84 - 2303

題□72 - 7111

町

町

日

日

病

病

院

院

180
9:00  ハV  16:00

18:00～翌朝 6:00

休 日 救 急 診 療 所

ゆきぐに大和総合病院

匝∃73 - 6688

煙副77- 2111

休 日 救 急 診 療 所

ゆきぐに大和総合病院

240
12:00  ～ 18:00

18:00～翌朝 6:00

高 橋 医 院

ゆきぐに大和総合病院

□ 84 - 2410

極劉77-2111

ゆ き ぐに大和総合病院

ゆ き ぐに大和総合病院

250
9:00  ～  16:00

18:00～翌朝 6:00

休 日 救 急 診 療 所

六 日 町 病 院

匝劃73 - 6688

日 72 - 7111

休 日 救 急 診 療 所

六 日 町 病 院

ヒ

し

お
誕
生
お
め
て
と
ラ
ご
さ
い
ま
す

１１

月

２９

日

‐２

月

７

日

‐２

月

８

日

‐２

月

８

日

‐２

月

１２

日

‐２

月

１３

日

‐２

月

２０

日

１

月

１

日

１

月

６

日

１

月

１０

日

高
井

杉
原

藤
田

南
雲

堀
越

腰
越

高
橋

南
雲

石
井

宏
誠

愛
来

彩
乃

天
佑

敬
太

勇
太
朗

な

瑠
那
る愛

香

あ

す

み

彩
純

‐２
月
１７
日
　

樋
固
　

定

一　
さ
ん
　
（浴
後
、
８３
歳
）

‐２
月
２‐
日

　

高
橋
　
八
ヨ
ヒ
さ
ん
　
（
一
之
町
、
８５
歳
）

‐２
月
２６
日
　

圭目
山

嘉
七
郎
さ
ん
　
（戸
沢
、
８８
歳
）

‐２
月
２７
日

　

田
村

　
日日
子

さ
ん
　
（堀
切
、
８４
歳
）

‐２
月
２９
日

　

高
橋

一号
千
代
さ
ん

（下
能
小野
、
８‐
歳
）

１
月
２
日
　

鈴
木
　
ハ
ル
イ
さ
ん
　
（中
子
、
６５
歳
）

１
月
６
日

　

高
橋

　
忠
治

さ
ん
　
（平
沢
、
刊
歳
）

１
月
９
日
　

今
村

　
利
美

さ
ん
　
（中
子
、
５６
歳
）

※
類
似
文
字
で
表
記
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
広
報
に
掲
載
し
て
ほ
し
く
な
い
場
合
は
、
属
出
の
際
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

仲
ナ||

矢日
希

と

も

き

あ

い

か

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

（愛
宕
＼
真
治

・
美
香
子
さ
ん
）

（上
中
＼
寛
康

・
麻
衣
子
さ
ん
）

（石
白
、
浩
策

・
恭
子
さ
ん
）

（上
熊
野
、
一
明

・
睦
子
さ
ん
）

（浅
貝
、
英
知

・
由
美
さ
ん
）

（
一
之
町
、
慎
也
・美
津
子
さ
ん
）

（駅
通
、
栄
博

・
理
恵
子
さ
ん
）

（田
中
、
美
文

・
友
美
さ
ん
）

（原
、
孝
道

・
信
子
さ
ん
）

（
一
之
町
、
久

一
・
玲
子
さ
ん
）
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